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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】  組立て性が良好な先端構成部を有する内視鏡
を実現する。
【解決手段】  内視鏡の細長な挿入部は、先端側から硬
質の先端構成部１１と、湾曲自在な湾曲部１２と、可撓
性を有する可撓管部１３とから構成される。前記先端構
成部１１は内蔵物を嵌合固定した本体ブロック２１及び
この本体ブロック２１を内周面に嵌合固定した硬質な円
筒管２２から構成される。前記本体ブロック２１と前記
円筒管２２とは、第１の突き当て部４１に嵌合当接して
ろう付けなどで固定されると共に、前記先端構成部１１
の後端側には前記湾曲部１２を形成する複数の節輪のう
ちで最先端の節輪２３が前記本体ブロック２１と前記円
筒管２２との後端面により形成される第２の突き当て部
４２に嵌合し、接着等で固定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  円筒管の内周面に本体ブロックを嵌合固
定して構成した内視鏡挿入部の先端構成部と、
前記先端構成部の後端側に連設し、複数の節輪を回動自
在に連結して内蔵物を挿通する湾曲部と、
前記円筒管に対して前記本体ブロックを突き当てて、こ
れら円筒管及び本体ブロックを位置決めする第１の突き
当て部と、
前記本体ブロックの後端側を前記円筒管の後端側から後
方へ突出し、前記円筒管の後端及び前記突出した前記本
体ブロックの突出部外周の間に前記湾曲部の最先端の節
輪を外嵌して突き当てて位置決めする第２の突き当て部
と、
を設けたことを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡、特に細長
な挿入部の先端構成部に特徴のある内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、体腔内に細長の挿入部を挿入する
ことにより、体腔内を観察することのできる医療用の内
視鏡が広く用いられている。また、工業分野においても
タービン、エンジン等の内部を観察する工業用の内視鏡
が利用されている。
【０００３】前記内視鏡は、照明光を導光する照明光学
系やこの照明光学系により照明された被写体の光学像を
取り込む対物光学系等を備えた先端構成部を細長の挿入
部先端側に設けている。
【０００４】このような従来の内視鏡は、例えば、特開
平７－２７５１９４号公報に記載されているように、上
記照明光学系や対物光学系等を配設した本体ブロック
と、この本体ブロックを内周面に嵌合固定した硬質な円
筒管とで構成された先端構成部を有するものが提案され
ている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記特
開平７－２７５１９４号公報に記載の内視鏡は、挿入部
の先端構成部を本体ブロックと、この本体ブロックを内
周面に嵌合固定する円筒管とで別体的に構成しているた
め、これら先端構成部を構成する部品相互の位置決め手
段が無く、組み立て時には専用の治具が必要であり、組
立て性が悪かった。
【０００６】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
で、組立て性が良好な先端構成部を有する内視鏡を提供
することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
本発明の内視鏡は、円筒管の内周面に本体ブロックを嵌
合固定して構成した内視鏡挿入部の先端構成部と、前記
先端構成部の後端側に連設し、複数の節輪を回動自在に
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連結して内蔵物を挿通する湾曲部と、前記円筒管に対し
て前記本体ブロックを突き当てて、これら円筒管及び本
体ブロックを位置決めする第１の突き当て部と、前記本
体ブロックの後端側を前記円筒管の後端側から後方へ突
出し、前記円筒管の後端及び前記突出した前記本体ブロ
ックの突出部外周の間に前記湾曲部の最先端の節輪を外
嵌して突き当てて位置決めする第２の突き当て部と、を
設けたことを特徴としている。この構成により、組立て
性が良好な先端構成部を有する内視鏡を実現する。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図４は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は本発明の第１の実施の形態を
備えた内視鏡の外観図、図２は図１の内視鏡挿入部の先
端構成部の軸方向断面図、図３は図１の内視鏡挿入部の
先端構成部の正面図、図４は図１の内視鏡挿入部の断面
図である。
【０００９】図１に示すように内視鏡１は、細長で可撓
性を有する挿入部２と、この挿入部２の基端側に連設さ
れる把持部を兼ねる操作部３と、この操作部３上部に設
けた接眼部４とを備えて水密に構成されている。尚、前
記操作部３は側部にユニバーサルコード５の基端部を連
結していて、このユニバーサルコード５の端部は図示し
ない光源装置に着脱自在に接続されるコネクタ６を設け
ている。
【００１０】前記挿入部２は、先端側から硬質の先端構
成部１１と、この先端構成部１１の後端に隣接して形成
され、湾曲自在な湾曲部１２と、この湾曲部１２の後端
に隣接して形成され、可撓性を有する可撓管部１３とか
ら構成される。前記操作部３の後端側には、湾曲操作レ
バー１４が設けてあり、この湾曲操作レバー１４を回動
操作することにより前記湾曲部１２を湾曲することがで
きる。また、この操作部３には吸引を行う吸引ボタン
（不図示）と、この吸引ボタンの基端付近から突出する
ように吸引口金１５とが設けてあり、この吸引口金１５
は図示しないチューブを介して吸引機に接続され、吸引
ボタンを操作することにより吸引チャンネル（図２参
照）に連通する吸引口金１５を介して体液などを吸引す
ることができる。また、操作部３の前端側には、鉗子な
どの処置具を挿入する鉗子挿入口１６が形成され、この
紺子挿入口１６は内部で吸引チャンネルに連通してい
る。この鉗子挿入口１６には通常鉗子栓１７が取り付け
られている。
【００１１】図２に示すように前記先端構成部１１は、
後述のライトガイドファイバ等の内蔵物を嵌合固定した
本体ブロック２１と、この本体ブロック２１を内周面に
嵌合固定した硬質な円筒管２２とから構成されている。
また、前記先端構成部１１の後端側には、前記湾曲部１
２を形成する複数の節輪が回動自在に連結しており、こ
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3
れら複数の節輪のうち最先端の節輪２３が前記本体ブロ
ック２１及び円筒管２２の後端面に嵌合固定されてい
る。尚、前記最先端の節輪２３を含む複数の節輪を回動
自在に連結して形成される前記湾曲部１２は、フッ素ゴ
ムなどから形成される湾曲被覆部材２４で水密的に覆わ
れている。
【００１２】前記本体ブロック２１には前記挿入部２内
を挿通し、被写体像を伝送するイメージガイドファイバ
３１の先端部分が対物レンズ系３２と共に固定され、こ
のイメージガイドファイバ３１の後端側分は前記接眼部
４に内蔵される接眼部４の図示しない結像位置に固定さ
れている。
【００１３】また、図３及び図４に示すように前記本体
ブロック２１には、前記挿入部２内を挿通し照明光を導
光するライトガイドファイバが、先端側で少なくとも円
形断面のライトガイドファイバ３３及び略楕円形状断面
のライトガイドファイバ３４に分岐し、これらライトガ
イドファイバ３３及び略楕円形状断面のライトガイドフ
ァイバ３４の先端部分がそれぞれ円形照明窓３５及び略
楕円形状照明窓３６と共に固定されていて、前記コネク
タ６を図示しない光源装置に接続した際に、光源装置か
らの照明光を前記円形照明窓３５、略楕円形状照明窓３
６から照明するようになっている。
【００１４】前記対物レンズ系３２に隣接して前記本体
ブロック２１に形成された少なくとも一つの円形照明窓
３５には照明レンズ３７が配設され、この照明レンズ３
７の結像位置に分岐したライトガイドファイバ３３のう
ち一つが配設される。一方、前記楕円形状照明窓３６
は、前記本体ブロック２１に形成された切り欠き部３８
と前記円筒管２２との空間から形成され、略楕円形状断
面のライトガイドファイバ３４が水密的に接着固定され
ている。尚、このような略楕円形状断面のライトガイド
ファイバ３４を配置することにより、ライトガイドファ
イバの本数を増やすことができるので、内視鏡視野の中
心部の明るさを向上することができる。また、同時に円
形照明窓３５に照明レンズ３７を配設して、視野の全体
にムラの無い照明光が得られるようになっている。
【００１５】また、前記先端構成部１１には、前記挿入
部２を挿通する吸引チャンネル３９を形成するチャンネ
ルチューブ３９ａの基端側が固定されており、先端構成
部１１の先端側に開口している。この吸引チャンネル３
９は、図示しない内視鏡用処置具を挿通する処置用チャ
ンネルとしても使用される。
【００１６】本実施の形態では、前記円筒管２２に対し
て前記本体ブロック２１を突き当てて、これら円筒管２
２及び本体ブロック２１を位置決めする第１の突き当て
部と、前記本体ブロック２１の後端側を前記円筒管２２
の後端側から後方へ突出し、前記円筒管２２の後端及び
前記突出した前記本体ブロック２１の突出部外周の間に
前記湾曲部１２の最先端の節輪２３を外嵌して突き当て
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て位置決めする第２の突き当て部とを設けるように構成
する。
【００１７】即ち、図３に示すように前記本体ブロック
２１の先端側外周には、前記円筒管２２と突き当てるた
めの切欠部２１ａを形成すると共に、この本体ブロック
２１の切欠部２１ａに相対する前記円筒管２２の先端側
には突出部２２ａを設けている。そして、前記本体ブロ
ック２１に前記円筒管２２を嵌合することで、前記本体
ブロック２１の切欠部２１ａと前記円筒管２２の突出部
２２ａとが嵌合当接して第１の突き当て部４１を形成
し、この第１の突き当て部４１をろう付けなどで固定す
る。このことにより、本体ブロック２１に対して前記円
筒管２２は、軸方向は勿論、径方向に対しても位置決め
ができるようになっている。
【００１８】そして、前記本体ブロック２１の後端側を
前記円筒管２２の後端側から後方へ突出することで、前
記円筒管２２の後端面と前記突出した前記本体ブロック
２１の突出部２２ａ外周との間により第２の突き当て部
４２が形成され、この第２の突き当て部４２に前記湾曲
部１２の最先端の節輪２３を外嵌して突き当て接着等で
固定する。このことにより、先端の節輪２３に対して前
記円筒管２２は、軸方向は勿論、径方向に対しても位置
決めができるようになっている。
【００１９】このように構成される先端構成部の作用を
説明する。本体ブロック２１と円筒管２２とを第１の突
き当て部４１に当接固定すると、第２の突き当て部４２
が形成される。この第２の突き当て部４２に湾曲部１２
を形成する複数の節輪のうちの最先端の節輪２３を突き
当て固定する。そして、前記本体ブロック２１に円形照
明窓３５及び略楕円形状の照明窓３６を嵌合固定し、前
記本体ブロック２１と前記円筒管２２とを組み合わせて
形成する照明レンズ系即ち、円形照明窓３５及び略楕円
形状の照明窓３６に、それぞれ円形断面のライトガイド
ファイバ３３及び略楕円形状断面のライトガイドファイ
バ３４が固定される。尚、前記円形照明窓３５の最先端
側には前記照明レンズ３７が固定される。
【００２０】これにより、第１の突き当て部４１を設け
た本体ブロック２１と円筒管２２との組み合わせによ
り、特別な治具を必要とせず、容易に内視鏡の先端構成
部１１を組み立てることができる。また、前記本体ブロ
ック２１と前記円筒管２２とを組み合わせると、第２の
突き当て部４２が形成され、簡単に前記先端構成部１１
と最先端の節輪２３を接続、位置決めすることができ
る。更に、本体ブロック２１を切削加工により容易に形
成でき、円筒管２２と組み合わせることにより、容易に
かつ高精度に略楕円形状断面の空間を形成できる。従っ
て、先端構成部１１に円形穴を形成して内蔵物を収納す
る従来の内視鏡に比べ、デッドスペースを少なくするこ
とができるので、略楕円形状断面のライトガイドファイ
バ３４を先端構成部１１に収容し内蔵物の充填率を向上
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することができる。
【００２１】尚、本実施の形態の内視鏡１は、図示しな
い光源装置の照明光をライトガイドファイバで導光し、
このライトガイドファイバで挿入部２の先端構成部１１
の照明窓から被写体を照明し、照明された被写体像をイ
メージガイドファイバ３１で伝送して接眼部４で観察、
診断する光学式内視鏡として説明したが、本発明はこれ
に限定されず、挿入部２の先端構成部１１に撮像装置を
内蔵し、この撮像装置の撮像信号を信号処理して得られ
た内視鏡画像をモニタ等の表示手段で表示する電子（又
はビデオ）内視鏡に適用しても良い。
【００２２】（第２の実施の形態）図５ないし図７は本
発明の第２の実施の形態に係り、図５は本発明の第２の
実施の形態を備えた内視鏡挿入部の先端構成部の軸方向
断面図、図６は図５中のＡ部の拡大図、図７は内視鏡挿
入部の先端構成部の正面図である。本第２の実施の形態
は、第１の突き当て部４１と第２の突き当て部４２とを
上記第１の実施の形態とは異なる位置に形成している。
それ以外の構成は図３とほぼ同様なので説明を省略し、
同じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００２３】図５に示すように本第２の実施の形態を備
えた先端構成部５０は、略楕円形状断面のライトガイド
ファイバ３３、イメージガイドファイバ３１及びチャン
ネルチューブ３９ａの基端側を固定した本体ブロック５
１と、この本体ブロック５１に嵌合する円筒管５２より
構成されている。尚、本実施の形態では、図７に示すよ
うに前記略楕円形状断面形状のライトガイド３４及びこ
れらライトガイド３４の略楕円形状の照明窓３６を前記
本体ブロック５１の左右両端側に配設している構成とな
っている。
【００２４】図６に示すように前記本体ブロック５１の
周方向には、外周寸法が前記円筒管５２の外径よりも小
さい第１の突き当て部６１を形成すると共に、この第１
の突き当て部６１から半径方向に突出した前記円筒管５
２の後端面に第２の突き当て部６２を形成する。
【００２５】前記本体ブロック５１の後端側外周には、
前記円筒管５２と突き当てるための切欠部５１ａを形成
すると共に、この本体ブロック５１の切欠部５１ａに相
対する前記円筒管５２の先端側には突出部５２ａを設け
ている。そして、前記本体ブロック２１に前記円筒管２
２を嵌合することで、前記本体ブロック５１の切欠部５
１ａと前記円筒管５２の突出部２２ａとが嵌合当接して
第１の突き当て部６１を形成し、この第１の突き当て部
６１をろう付けなどで固定する。このことにより、本体
ブロック５１に対して前記円筒管５２は、軸方向は勿
論、径方向に対しても位置決めができるようになってい
る。
【００２６】そして、前記本体ブロック５１の後端側を
前記円筒管５２の後端側から後方へ突出することで、前
記円筒管２２の後端面と前記突出した前記本体ブロック
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２１の突出部５２ａ外周との間により第２の突き当て部
６２が形成され、この第２の突き当て部６２に前記湾曲
部１２の最先端の節輪２３を外嵌して突き当て接着等で
固定する。このことにより、先端の節輪２３に対して前
記円筒管５２は、軸方向は勿論、径方向に対しても位置
決めができるようになっている。
【００２７】このように構成される先端構成部の作用を
説明する。円筒管６２を本体ブロック５１の第１の突き
当て部４１に当接し、ろう付けなどで固定する。そし
て、円筒管５２の後端面に形成した第２の突き当て部６
２に、湾曲部１２を構成する複数の節輪のうち最先端の
節輪２３を嵌合固定する。このように先端構成部を硬性
した結果、第１の実施の形態と同様な効果を得ることが
できる。
【００２８】尚、本発明は、上記した実施の形態にのみ
限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００２９】（第３の実施の形態）本第３の実施の形態
は、内視鏡用処置具などを使用した際に、湾曲部に湾曲
操作をかけても、所望の湾曲角度を得ることが可能な内
視鏡を提供することを目的とする。
【００３０】図８ないし図１１は本発明の第３の実施の
形態に係り、図８は第３の実施の形態を備えた内視鏡挿
入部の軸方向断面図、図９は図８の第１変形例を説明す
る内視鏡挿入部の軸方向断面図、図１０及び図１１は図
８の第２変形例を説明する説明図であり、図１０は図８
の第２変形例を説明する内視鏡挿入部の軸方向断面図、
図１１は図１０の要部を説明する説明図である。
【００３１】図８に示すように挿入部１００は、管状部
材である可撓管部１１０の先端に同じく管状の柔軟部１
２０と湾曲操作可能な湾曲部１３０とを順次接続して構
成されており、湾曲部１３０の先端には図示しない先端
構成部が設けられている。前記湾曲部１３０は、図示し
ない操作部に設けたアングル操作レバー（不図示）で湾
曲操作が可能であり、前記柔軟部１２０は前記可撓管部
１１０よりも柔軟に構成され、外力によって容易に曲げ
ることができるようになっている。
【００３２】前記湾曲部１３０には、湾曲駒１４０が節
輪１５０によって順次回動自在に枢着されている。この
湾曲駒１４０の外周には、網管１４１と第２の外皮１４
２とが順次被覆されている。前記湾曲駒１４０の先端に
は、アングル操作ワイヤ１６０がろう付けなどにより固
定されている。前記可撓管部１１０は、螺旋管１１１に
網状管１１２を被嵌して形成される芯部材の外側にポリ
エチレン、ポリエステル等から形成される第１の外皮１
１３で被覆してある。この第１の外皮１１３の端部は、
前記網状管１１２の上で接着固定されている。前記柔軟
部１２０は前記可撓管部１１０の前記第１の外皮１１３
を取り除き、この第１の外皮１１３より柔軟な第２の外
皮１４２を伸ばすことで形成されている。つまり、前記



(5) 特開２００１－２５２２４２

10

20

30

40

50

7
柔軟部１２０は、前記可撓管部１１０と外皮以外が共通
の部材として構成される。尚、前記第２の外皮１４２の
端部は、前記網状管１１２の上で糸１１４により巻き固
定した後に接着剤１１５により接着される。
【００３３】前記湾曲部１３０の最終駒１４０は第１の
接着部材１３１を介して接着され、この第１の接着部材
１３１は前記柔軟部１２０の先端側の螺旋管１１１、網
状管１１２に突き当てられ、金属製の薄板状の第２の接
着部材１３２に固定されている。ここで、図示しない湾
曲操作レバーを操作して前記湾曲部１３０に湾曲操作を
かけたとき、この湾曲部１３０後端に連設した前記柔軟
部１２０が縮んでしまう。すると、アングル操作ワイヤ
１６０のストロークが余ることになり、所望の湾曲角度
が出なくなる。特に図示しない内視鏡用処置具（以下、
単に処置具）を鉗子挿入口（不図示）から内視鏡に挿入
して体腔内の患部を処置している際に、湾曲操作レバー
（不図示）を操作して湾曲部１３０に湾曲操作をかけた
場合には、前記柔軟部１２０の縮みが顕著である。
【００３４】そこで、本実施の形態では、前記柔軟部１
２０に縮み防止手段として前記アングル操作ワイヤ１６
０をガイドするガイドコイルを前記柔軟部１２０の両端
部で固定することで、前記柔軟部１２０が縮むことを防
止し、アングル操作ワイヤ１６０のストロークを余らせ
なくするように構成する。即ち、前記第１の第１の接着
部材１３１にガイドコイル１３３を半田１３４により固
着すると共に、前記柔軟部１２０の後端側でも前記ガイ
ドコイル１３３を半田１３４によって固着している。
【００３５】これにより、前記柔軟部１２０の螺旋管１
１１及び網状管１１２が軸方向に縮みにくくアングル操
作ワイヤ１６０が弛みにくい。従って、アングル操作ワ
イヤ１６０が弛まないので、湾曲角度ダウンを防止でき
ると共に、挿入部１００に内蔵している図示しないライ
トガイド等の内蔵物を傷つけにくいという効果を得る。
【００３６】また、図９に示す変形例のように前記柔軟
部１２０を構成する網状管１１２の１部に合成樹脂材１
８０を含浸させて前記螺旋管１１１と一体化するように
構成しても良い。これにより、前記柔軟部１２０の螺旋
管１１１及び網状管１１２が軸方向に縮みにくくなるの
で、柔軟部の曲げ性を大きく損なうことなく、柔軟部が
極端に小さく曲げられにくくなる。
【００３７】更に、図１０及び図１１に示す変形例のよ
うに前記柔軟部１２０を構成する網状管１１２の上に、
湾曲方向と同じ向きに薄板状の板部材１９０を配設する
ように構成しても良い。尚、図１１では図１０の前記可
撓管部１１０の第１の外皮１１３を取り外して前記網状
管１１２を外部に露出している。これにより、前記柔軟
部１２０の網状管１１２が前記薄板状の板部材１９０に
よって軸方向に縮みにくくなるので、柔軟部１２０の曲
げ性を大きく損なうことなく、柔軟部１２０が極端に小
さく曲げられにくくなる。
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【００３８】上述した構成により、内視鏡用処置具など
を使用した際に、湾曲部１３０に湾曲操作をかけても、
所望の湾曲角度を得ることができる。
【００３９】［付記］
（付記項１）  円筒管の内周面に本体ブロックを嵌合固
定して構成した内視鏡挿入部の先端構成部と、前記先端
構成部の後端側に連設し、複数の節輪を回動自在に連結
して内蔵物を挿通する湾曲部と、前記円筒管に対して前
記本体ブロックを突き当てて、これら円筒管及び本体ブ
ロックを位置決めする第１の突き当て部と、前記本体ブ
ロックの後端側を前記円筒管の後端側から後方へ突出
し、前記円筒管の後端及び前記突出した前記本体ブロッ
クの突出部外周の間に前記湾曲部の最先端の節輪を外嵌
して突き当てて位置決めする第２の突き当て部と、を設
けたことを特徴とする内視鏡。
【００４０】（付記項２）  円筒管の内周面に本体ブロ
ックを嵌合固定して構成した内視鏡挿入部の先端構成部
と、前記先端構成部の後端側に連設し、複数の節輪を回
動自在に連結して内蔵物を挿通する湾曲部と、前記本体
ブロックと前記円筒管とを嵌合位置決めする第１の突き
当て部を前記本体ブロック及び前記円筒管に設けると共
に、前記本体ブロックと前記円筒管を組み合わせること
で形成する第２の突き当て部に前記湾曲部の最先端の節
輪を当接、位置決めしたことを特徴とする内視鏡。
【００４１】（付記項３）  可撓性を有する長尺な可撓
部の先端側にこの可撓部より柔軟な柔軟部と湾曲自在な
湾曲部とを順次接続して構成する挿入部を有する内視鏡
において、前記可撓部は、螺旋管に網状管を被覆した芯
部材を第１の外皮に被覆して形成し、前記柔軟部は前記
第１の外皮よりも柔軟な第２の外皮を被覆して形成する
と共に、前記柔軟部には軸方向への縮み防止手段を設け
たことを特徴する内視鏡。
【００４２】（付記項４）  前記縮み防止手段は、前記
湾曲部を湾曲させるアングル操作ワイヤをガイドするガ
イドコイルを前記柔軟部の先端側と後端側とで固定した
ことを特徴する付記項３に記載の内視鏡。
【００４３】（付記項５）  前記縮み防止手段は、前記
湾曲部を湾曲させるアングル操作ワイヤをガイドするガ
イドコイルを前記柔軟部の先端側と後端側とで固定する
と共に、前記柔軟部の網状管に部分的に合成樹脂材を含
浸硬化したことを特徴する付記項３に記載の内視鏡。
【００４４】（付記項６）  前記縮み防止手段は、前記
柔軟部に板状部材を配設したことを特徴とする付記項３
に記載の内視鏡。
【００４５】（付記項７）  被写体を照明する照明光を
導光するライトガイドを有する内視鏡において、前記ラ
イトガイドの断面を略楕円形状に形成したことを特徴と
する内視鏡。
【００４６】［付記３～６に対する従来技術］従来、気
管支の観察や手術等に用いられる気管支用内視鏡は、例
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えば実公昭６３－１４８０５号公報や実開平７－２０３
８７号公報に記載されているように上葉部への挿入性向
上のために、挿入部の湾曲部後端に柔軟な柔軟部（第２
湾曲部とも呼ばれる）が連設され、その後端側にやや硬
質の可撓管部が連設されている構造のものがある。
【００４７】［付記３～６に対する課題］しかしなが
ら、このような従来の気管支用内視鏡は、湾曲操作レバ
ーを操作して湾曲部に湾曲操作をかけたとき、前記湾曲
部の後端に連設した柔軟部が縮んでしまうことにより、
所望の湾曲角度が得られない虞れがある。特に内視鏡用
処置具（以下、単に処置具）を内視鏡操作部の前端側に
設けた鉗子挿入口より挿入し、鉗子チャンネルを挿通し
て内視鏡の先端構成部側から突出した処置具の先端部で
体腔内の患部を処置している際に、湾曲操作レバーを操
作して湾曲部に湾曲操作をかけた場合には、前記柔軟部
の縮みが顕著であった。
【００４８】［付記３～６に対する目的］内視鏡用処置
具などを使用した際に、湾曲部に湾曲操作をかけても、
所望の湾曲角度を得ることが可能な内視鏡を提供するこ
とを目的とする。
【００４９】［付記３～６に対する解決手段］前記目的
を達成するため本発明は、可撓性を有する長尺な可撓部
の先端側にこの可撓部より柔軟な柔軟部と湾曲自在な湾
曲部とを順次接続して構成する挿入部を有する内視鏡に
おいて、前記可撓部は、螺旋管に網状管を被覆した芯部
材を第１の外皮に被覆して形成し、前記柔軟部は前記第
１の外皮よりも柔軟な第２の外皮を被覆して形成すると
共に、前記柔軟部には軸方向への縮み防止手段を設けた
ことを特徴としている。
【００５０】［付記３～６に対する効果］柔軟部が縮ん
で湾曲角度が足りなくなるということがなくなり、湾曲
部に湾曲操作をかけても、所望の湾曲角度を得ることが
できる。また、柔軟部の湾曲を小さくさせることができ
るので、挿入部に内蔵している内蔵物の破損を防止する
ことができる。 *
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*【００５１】
【発明の効果】以上説明したように本発明よれば、先端
構成部の組み立て時に必要となる治具が不要となる上、
容易にかつ確実に先端構成部を組み立てることが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡の外
観図
【図２】図１の内視鏡挿入部の先端構成部の軸方向断面
図
【図３】図１の内視鏡挿入部の先端構成部の正面図
【図４】図１の内視鏡挿入部の断面図
【図５】本発明の第２の実施の形態を備えた内視鏡挿入
部の先端構成部の軸方向断面図
【図６】図５中のＡ部の拡大図
【図７】内視鏡挿入部の先端構成部の正面図
【図８】第３の実施の形態を備えた内視鏡挿入部の軸方
向断面図
【図９】図８の第１変形例を説明する内視鏡挿入部の軸
方向断面図
【図１０】図８の第２変形例を説明する内視鏡挿入部の
軸方向断面図
【図１１】図１０の要部を説明する説明図
【符号の説明】
１        …内視鏡
２        …挿入部
１１        …先端構成部
１２        …湾曲部
１３        …可撓管部
２１        …本体ブロック
２２        …円筒管
２３        …節輪（最先端の節輪）
４１        …第１の突き当て部
４２        …第２の突き当て部

【図３】 【図４】 【図６】
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